
勉強会概要  

名   称 自治基本条例を考える市民の会（勉強会） 

開 催 日 時 平成２７年２月２１日（土）１７時３０分～１９時３０分 

開 催 場 所 朝霞市中央公民館・コミュニティーセンター 第１、２学習室 

参 加 者 数 １９人 

要  旨 

 

 自治基本条例の必要性について検討するために、黒目川の整備や

朝霞の森開設を参考に朝霞市の市民自治を勉強し、意見交換を行っ

た。 

 

【内容】 

１ １月の勉強会（市民参加でつくられた鹿沼市の自治基本条例

に学ぶ）の振り返り 

①鹿沼市は人口減少などにより自治基本条例がどうしても必要と

判断してつくり始めたが、朝霞市では人口も増えているのでそ

こまで必要性を感じていないのではないか。その意識の違いを

感じた。 

②鹿沼市の自治基本条例の市民委員は、自分たちで自主的に進め

ていった。朝霞市でも市民も行政ももっと積極的な姿勢が必要

だと感じた。 

 

２ 黒目川の整備と朝霞の森から学ぶ朝霞の自治の経験 

※ 黒目川の整備と朝霞の森の開設・運営に関する市民の関わり

方や市民と市との連携などの体験を通して朝霞の自治の経験

を学ぶ。 

  ①黒目川整備の経験・・・・小林氏 

・ ペットマナーキャンペーン 

・ 釣りのルールづくり 

  ②朝霞の森の開設・運営の経験・・・・大野氏 

・ 朝霞の森の開設に関するＤＶＤ鑑賞 

・ 朝霞の森の運営について 

 

３ 意見交換 

  ・全体像が分かれば自分がその中でどこにいるのか、どの程度

進捗しているかを理解しやすいので、スケジュールが必要で

ある。 

  ・市民が考えていることをどのように集約していくか、中心と

なる人が大変だが、もっと市民の呼びかけをする必要がある

し、大きな力にもなる。 

 

４ 会議で出てきた大切なキーワード 

・相手を理解すること 

  ・共有しあえる目標を持つこと 

  ・条列を持っている人の参加を促すこと 

   

 

 

 



次回予定 

 

日時：３月１５日（日）午後５時から午後７時まで 

場所：中央公民館・コミュニティーセンター２階 学習室 

内容：元消費庁長官の福嶋浩彦氏著「市民自治」から、各章ごと

に事前に発表者を決め、発表及び質疑応答を行い、自治基

本条例を検討するために必要な基礎知識を学ぶ。 

    

   ①市民の権利、住民投票・・・増田氏 

   ②首長（行政）への市民参加・・・横井氏 

   ③議会への市民参加、市民の政策提言・・・大野氏 

 

   


